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１．目標と基本方針 
本市のまちづくりの方向性や課題等をふまえ、船橋の公共交通の目標（公共交通がめざす

姿）、及びその実現に向けて今後取り組むべき事項等の基本方針を以下のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針（めざす姿の実現に向けた取り組みの方向性） 

本市の現状・問題等及びそれに対する課題をふまえ、本市の公共交通が、将来に向けて目標、

基本方針を定めるとともに、今後の取り組み施策を考える上での視点を整理しました。 

目標（船橋の公共交通がめざす姿） 

●将来まで持続し、まちづくりに寄与する 
船橋の公共交通を目指します。 

・「広域移動」、「市内地域間移動」、「地域内移動」、「回遊等」を支える公共交通サ

ービスを、将来にわたって確保していきます。また、持続的な運営・運行を目指す上で

の問題の解決に取り組んでいきます。       

【主に運行事業者に関わる取り組み】【都市・地域総合交通戦略に関わる取り組み】 

・公共交通不便地域の解消に向けた移動支援策等に継続的に取り組みます。移動支援策に

ついては地域主体で支えていくことも含め、市民とともに考え取り組んでいきます。 

     【主に地域における取り組み】【都市・地域総合交通戦略に関わる取り組み】 

・複数の事業者が各社個別の対応を行っていること、駅アクセス・乗り継ぎ等の利用環境

に改善の余地があること、クルマ中心のライフスタイルであること等の現状を踏まえ、

利用しやすい公共交通の実現と公共交通の一層の利用促進を図っていきます。 

【主に市民や利用に関わる取り組み】【都市・地域総合交通戦略に関わる取り組み】 

・今後のまちづくりの考え方を踏まえ、集客・回遊性の向上に資する拠点間公共交通やフ

ィーダー交通等による利便性向上に取り組みます。また、“公共交通＋歩く”を中心と

した交通まちづくりに取り組んでいきます。   

   【主にまちなかにおける取り組み】【都市・地域総合交通戦略に関わる取り組み】 

方針３ 将来にわたる公共交通サービスの確保 

方針２ 公共交通不便地域等の移動⽀援 

方針１ ターミナル・拠点等の利便性・わかりやすさの向上と市⺠等の利⽤促進 

方針４ 集客・回遊性向上等を通じたまちづくりへの寄与 
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２．今後の取り組みの方向性 

基本方針から、今後必要となる取り組みの方向性、及び取り組み施策を考える上で重要と

なる視点を以下に示します。 

 

 ２.１．取り組みの方向性（取り組みのねらい等）                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の目標・基本方針をふまえ、今後、以下に示す方向での取り組みが必要と考えられま

す。これらに対応する取り組みの具体的な実施方法については、本計画以降、市民・運行事

業者や関係者が連携しながら検討し、また必要に応じて、実証運行や試行実施を踏まえなが

ら進めていきます。 

公共交通不便地域への移動

支援策について、継続的に検討

していきます。地域の状況に応

じて、種々の方策による公共交

通サービスを検討し、市民とと

もに考える機会を設け、また、

状況によっては実証運行等に

よる可能性検討も踏まえなが

ら、取り組んでいきます。 

考えられる 
取り組みの 
⽅向性(例) 

２ 公共交通不便地域等の移動⽀援 

現状で、乗り継ぎ、遅延や運

休等による公共交通利用への

抵抗感が生じていること、複

数の事業者で各社個別の案内

等の対応が行われているこ

と、市民等のライフスタイル

自体がクルマ中心になってし

まっていること等に着目し、

これらの改善に資する種々の

方策について、状況によって

は試行等による可能性検討も

踏まえながら、取り組んでい

きます。 

考えられる 
取り組みの 
⽅向性(例) 

１ ターミナル・拠点等の利便性・わかりやすさの向上と市⺠等の利⽤促進 
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集客・拠点整備などのまち

づくりと連携し、集客、回遊性

の向上に資する公共交通サー

ビスの提供や来訪客への PR・

案内を充実する方策等につい

て検討します。状況によって

は試行等による可能性検討も

踏まえながら、取り組んでい

きます。 

 

 

 

 

考えられる 
取り組みの 
⽅向性(例) 

４ 集客・回遊性向上等を通じた、まちづくりへの寄与 

「広域移動」、「市内地域間移

動」、「地域内移動」、「回遊等」

を支える公共交通サービスを

将来にわたって確保していく

とともに、駅アクセス・拠点の

充実に合わせ新規路線を検討

します。持続的な運営・運行を

目指し、運行の負担や厳しい

運営状況につながっている要

素の改善や、各運行事業者の

連携に資する取り組みを行っ

ていきます。 

考えられる 
取り組みの 
⽅向性(例) 

３ 将来にわたる公共交通サービスの確保 
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 ２.２．取り組みを考える上での視点（取り組み⽅等）                      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

前記の取り組みの方向性（取り組みのねらい等）を満たすための方策として種々のメニュ

ーが考えられますが、本市における今後の取り組み方策を選ぶにあたっては、以下の視点（取

り組み方）を重視することとします。 

今後の取り組みに関しては、その検討プロセスにおける市民の参加等を通じて、公共交通に

対する意識の醸成につながるよう検討します。 

また、取り組み方策については、市民・利用客の多様な行動スタイルに対応できるよう、公

共交通の運行状況など情報データの標準化（オープンデータ化）を検討するとともに、新たな

技術・ツールの活用（情報の見える化や MaaS による公共交通利用促進など）の可能性を検

討します。 

取り組み方策の検討に当たっては、本計画による取り組みを機に、異なる公共交通事業者

や、集客・観光等の関係者が意見交換を行いながら進めるなど、目指す方向を共有した取り組

みにつながるよう検討します。 

 

 
取り組みの「ねらい」を満たすため、 
これらの視点を重視し「取り組み
⽅（メニュー）」を考えます 
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（船橋市の将来の公共交通ネットワーク） 

 

  

・現在の公共交通ネットワークの構成を将来まで持続します。 
・公共交通不便地域に対する交通サービスを、実証運⾏を踏まえながら順次導⼊します。 
・主要ターミナルや駅前等の案内・利便性の充実だけでなく、市⺠等の利⽤促進に取り組みます。 
・集客エリアの回遊性を向上する⽅策に、試⾏・実証運⾏を踏まえながら取り組みます。 

現在の公共交通ネットワーク 

中心商業地（駅周辺）

地域拠点商業地（駅周辺）

地区拠点商業地（駅周辺）

鉄道（東⻄基幹軸）

鉄道（南北⽅向）

路線バス

公共交通不便地域
への移動支援

企業送迎バス等

生活拠点
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将来の公共交通ネットワーク 

中心商業地（駅周辺）

地域拠点商業地（駅周辺）

地区拠点商業地（駅周辺）

鉄道（東⻄基幹軸）

鉄道（南北⽅向）

路線バス

公共交通不便地域
への移動支援

企業送迎バス等

回遊性向上のための
交通手段

生活拠点

新規検討路線
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軸 交通機関 具体的な路線 考え方 

広域移動 
（主に都市間） 

 

●東⻄方向の鉄道 

JR 総武線 
JR 京葉線 
京成本線 
東葉⾼速鉄道 
東京メトロ東⻄線 
北総鉄道 

鉄道（東⻄方向の基幹軸） 
●本市と東京⽅面をつなぐ基幹軸として、バス等

の取り組みと連携した利⽤促進、継続的なサー
ビスの取り組み。（快適性向上、⾞内混雑の
分散等） 

広域・地域間
移動 

（主に都市間 
・地域間） 

 

●南北方向の鉄道 
JR 武蔵野線 
東武アーバンパークライン 
新京成電鉄 

鉄道（南北方向の基幹軸） 
●近隣⾃治体及び市内地域間をつなぐ中心軸と

して、バス等の取り組みと連携した利⽤促進、
継続的なサービスの取り組み。（快適性向上、
⾞内混雑の分散等） 

 
●路線バス 

（南北方向の中⼼軸） 

船橋新京成バス（船橋
駅~⼩室駅） 等 
 

路線バス（南北方向の中⼼軸） 
●市内地域間をつなぐ中心軸として、将来まで確

保。多数のバス路線が重なる軸であり、分かり
やすさ、路線を強化。遅延によるバス離れ（信
頼性低下）の回避、乗り継ぎ・サービス向上、
案内充実等による利⽤促進の取り組み。 

地域内移動 

 

●路線バス ⺠間路線バス 

路線バス（各拠点へのアクセス⼿段） 
●各地域の日常生活の移動手段として、将来ま

で確保・利⽤促進。 
●新駅開業、都市計画道路開通に伴う新規路

線の導⼊検討。 

 ●公共交通不便地域への
移動⽀援（⽀援事業路
線、送迎バスの活⽤等） 

丸山線 
八木が谷線 
田喜野井線 
⾼齢者移動⽀援バス 

公共交通不便地域への移動⽀援 
●公共交通不便地域への種々の支援⽅策につ

いて、「実証運⾏」、市⺠主体で考える機会を
設けながら順次検討。 

特定のエリア
内の回遊 

 ●徒歩や⾃転⾞及びグリー
ンスローモビリティなどを
含めた新たな回遊⼿段 

― 

特定エリアの回遊⼿段 
●来訪客の状況や、実証運⾏を踏まえながら、新

たな公共交通の導⼊の可能性を検討。 

臨海部⼯業地
へのアクセス 

 

●企業送迎バス等 ― 

公共交通不便地域への移動⽀援（再掲） 
●公共交通不便地域への種々の支援⽅策につ

いて、「実証運⾏」、市⺠主体で考える機会を
設けながら順次検討。 

拠点 説明 具体的な拠点 考え方 

中⼼ 
商業地 

 ●広域的な商業業務機能を⾼める船橋駅周辺の商業地 
【公共交通の状況】 
東⻄⽅向の鉄道、南北⽅向の鉄道、路線バス（南北中心
軸）が接続 

船橋駅周辺 

●運⾏情報、乗り継ぎのわか
りやすさ、アクセスの利便性
の向上。 

●クルマの集中によるバス遅
延の緩和。 地域拠点 

商業地 

 ●駅のターミナル機能と一体となった商業業務機能の強化
を図る商業地 

【公共交通の状況】 
東⻄⽅向の鉄道、南北⽅向の鉄道、路線バスが接続 

⻄船橋駅、津田沼
駅、北習志野駅周
辺 

地区拠点 
商業地 

 ●駅の性格や地区の特性に応じ、商業機能を中⼼とした育
成を図る商業地 

【公共交通の状況】 
鉄道と路線バス等が接続 

⾼根木⼾駅、⾺込
沢駅、下総中山駅、
東船橋駅、南船橋
駅、船橋日大前駅、
東 葉 ⾼ 速 鉄 道 新
駅、⼩室駅、三山 

●運⾏情報のわかりやすさ、
アクセスの利便性の向上。 

生活拠点 
 ●市⺠の交流や買い物などの日常生活を⽀える拠点 

【公共交通の状況】 
鉄道と路線バス等が接続 

三咲駅、船橋法典
駅、原木中山駅 

●運⾏情報のわかりやすさ、
アクセスの利便性の向上。 


